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（大学２年生の方を対象にした要旨です） 
高度好熱菌のタンパク質合成系は、高温環境に適応しています。アミノ酸をリボソームに運搬する

tRNA では、メチル化や酸素原子のイオウ原子への置換など様々なヌクレオシド修飾によって、耐熱

化が図られています。これらの修飾ヌクレオシドは、培養温度に伴って増減し、tRNA の耐熱性を決

めています。それでは、これらはどのように制御されているのでしょうか？ 
この 10 年間に、tRNA の修飾ヌクレオシドを合成する酵素（tRNA 修飾酵素）の遺伝子が相次いで

同定されました。これによって、tRNA 修飾酵素遺伝子の破壊株を作成することが可能になりました。

今回は、高温（80 度）で生きるために必要であることがわかった tRNA (m7G46) methyltransferase 
(TrmB)と低温（50 度）で生きるために必要であることがわかった tRNA (Ψ55) synthase (TruB)をコード

する遺伝子破壊株の解析から、修飾ヌクレオシドと修飾酵素のネットワークについて発表します。 
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